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〈追憶文〉

小 野 一 一 郎 先 生 の 学 風

本 山 美 彦

すで に,「 日本 における金本位制 の成 立(1}」(「経 済論叢』第92巻,第3号,昭 和38年

9月)に おいて小 野....一.一郎先生 は,当 時の 日本の学会の研究水準 をはるかに凌駕 してい

た。

明治30年(ユ897年)の 日本の金本位制 は,単 に,日 本が列強に追いつ いた とい う理解

ではな く,も っ と豊富 な世界史的含蓄 と意義 を もってい る。明治19年(1886年 〉 メキシ

コ ドル系円銀 を中核 とす る銀本位制成立(政 府紙幣兌換開始)以 後,銀 価下 落による輸

出伸張に より,資 本蓄積が進む。 しか し,松 方正義 はすで に受取収支を問題に し,銀 価

下落のマ イナス面 を直視 していた。.

日本が金本位 制に移行で きた背景 には,英 国が,イ ン ドの銀本位制維持を断念 し,新

た な金為替本位 制を樹立 した ことか ら判明す るよ うに,日 本が銀本位制を放 棄 して も,

英国か らの反対 ・妨 害行動が なか った ことによる。松方正義 ・阪谷芳郎 による金本位制

プランの分析に ス トー リー ・テラー としての面 目躍如。阪谷 によるもの と思われる一連

の.丸秘扱いの文書が京大 に所蔵 されてい る。発行年 月 日のない資料で,表 紙に阪谷 の署

名があ る。人物 を特定 し,そ の人物の動 き,彼 が記 した内部文書,等 々 を分析対象にす

るのが小 野先生 のなによ りの魅力で あった(詳 しくは,73ペ ージ〉。 このプラ ンは,清

か らの賠償金が入手される見込みが確定 していない早い段 階のプラ ンで あ り,金 貨を高

額 の本位貨 として,銀 の併行流通(た だ し,自 由鋳 造の禁止)を 目指 したものであ り,

当時 の日本の外的環境を強 く意識 したものであ った。 とくに,1893年 の イン ドの幣制改

革 を意識 し,銀 離脱を 目標 としていたが,し か し,完 全な離脱 は困難で あるとの認識 を

示 してい た。そ して,日 本の金本位制移行 に伴 うい っそ うの銀貨 下落 を危惧 した阪谷は,

貿 易銀=ド ル銀貨鋳造 を計 画 していたとい う点 も重要である。

続編 の 「日本 におけ る金本位制の成立〔2〕」(『経済論叢』 第92巻,第5号,昭 和38年11

月)は,明 治駈年(1893年 〉 に発足 した貨幣制度調査会の審議内容を紹 介 した論文であ

る。金本位制論者 は,阪 谷芳郎(大 蔵省 主計官)と 添 田寿一(大 蔵省参 事官)の2名,
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金井 延(法 科大学教授),園 田孝古(横 浜 正金銀行頭取),田U卯 吉が金銀 複本位制論者

であ り,特 別委.員に渡辺洪 基(貴 族 院議員),益 田孝(三 跡物産専務理事)が 加わ り,

幾多 の審議経過 の末,金 本位即行論 は阪谷1人 となった。銀価下落の経 済効果 を評価す

る委 員が 圧倒 的 に多 く,金 本 位制への即 時移行 の必要性 は意 識 され なか ったのであ る

(1893年5月 段 階)。金本位制論者は,急 激 な銀価下落の持続を恐れ,銀 本位制維持論者

は,イ ン ドに金為替本位制を押 しつ けた英 国の帝国主義的思 惑,つ ま り,イ ン ドの輸出

競争 力を殺 ぐとい う政策への反発 を強烈 に表現 した。 「複 本位 制論 者はその現 実の把握

に関する限 り,当 時のわが国の位置 三現実 そのもの をむ しろよ り忠 実に反映 していた と

いえるであろ う」(57ペ ー ジ)。 しか し,1896年6月 の採決 は,複 本位 制を維持すべ きで

あ るとい う案で はな く,将 来は金本位 制への転換 を行 うとい う,そ れまで の審議 内容 と

圧倒 的に多数であ った複本位制論をま った く無視 した奇妙 なものであ った。 この不可思

議 さの謎 ときが次 稿で行 われた。

「日清 戦争賠償金の 領収 と幣制改革一 日本に おける金本位 制 の成 立(3ト 」(『経済論

叢」 第94巻,第3号,昭 示1139'9月)が それであるが,こ れ は,小 野先生の学 問の最大

の金字塔 の位置にある論 文であ る。

そ もそ も,明 治28年(1895年),清 か らの約3億6000万 円(当 時の 日本の一般予算の

3年 分に相 当)も の賠償金が 日本の金本位制 移行 に決定的 な影響を与えたのか。 そ もそ

もの講和条約で は庫平 銀両2億 両+150万 両+3000万 両であ った。松方は最初か ら金で

受け取るべ きで ある との主張を していたが,大 蔵省か らは拒否された。 この巨額 の賠償

金を どのよ うな形で受 け取 るのか とい ったこ とは,英 国の金本位制 に とって重要 な撹乱

要因 とな った。銀 で受 け取 ることは,日 本が公式 に銀圏 に止ま ることを意味 し,日 本が

銀市場に大 きな影響 を与 えることになる。 その場合,日 本は英国に預 けている在外正貨

(ポン ド〉 を売 って,銀 を買い支 える可能性が あ り,英 国に とっては重大 な撹乱要因 と

な る.さ りとて,日 本 は,銀 面で賠償 金を建値 して しまった。 この クリテ ィカルな局面

の打 開策を当事者 たちの動 きで説明する とい う手法が小野先 生の独壇場で ある。

日本 としては,「 日本 によるポ ンド貨 ロ ン ドン受取 要求 の論理 の一環 として,将 来金

本位 制を採用す ること,し たが ってポ ン ド残高 はそのための準備金 たる性格 をもつ とい

うことを一応公的 に示 してお く必要が存在 した」(28ペ ー ジ)。1896年5月,償 金受取順

序案,7月,清 と協議。英国で ポン ドで支払 うとい うものであ った。「いいかえれば,

償金 の安定 的な形での受領 こそ,い わゆる 「戦後経営」の決定的な基礎条件 と して,日
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本の当面の最優 先課題で あ り,そ の有利な解決のために,順 序案の提示以前 に,国 内世

論を代表す るもの としての貨幣制度調査 会の結論を誘導する必 要が あったわ けであ る。

いわば この段階では受領形態つ ま りボ ン ドで もらうとい うことその ことのために,公 的

な金本位予約が一つ必 要条件 と して要請 され,そ れによ って,わ が 国の幣制改革の将来

の方向がは じめて公的に規定 され るにいた った とい うことで ある。 この ことは銘記され

ねば ならない」(28-29ペ ージ)。小野先生 は,こ の点 にお ける松方正義 と阪谷芳郎 の政

治力の強さ を推 理 しているようであ る。

日清戦争の勝利に もか かわ らず,日 本は中国進出で列強に遅れ を取 り,朝 鮮半島です

らロシアの後塵を拝する有様 であった。 この ような情勢の下では 日本は西欧か らの孤立

は許 されて いなか った。 この場 合,日 本 にとって はまず 日露協 商を有利 に展 開す るため

に も英国の支援 を必要 としていた。 しか し,満 蒙で は日本は英国 と対立 していた。 この

点,ポ ン ド受 取 とい う形 は,英 国への一次接 近 を意味 していた。ただ し,こ の ことは

け っしてポ ン ド圏 に日本が どつぶbと 入 る ことを示す ものでは ない。 「それゆ え,幣 制

改革 問題 は,日 本外交の基本的態度 ・方向にかかわ る高度 に政治的な選択 問題 としての

性格 を必然 的に帯 びざるをえなか ったのである。 その場合 イギリスとの接 近 ・結合 の強

化が ロ シアを刺戟 し,そ の ことが朝鮮市場 における 日本の覇権 を脅威す る結 果をまね く

ことを恐れ る 日露協商論の代 表者たる伊.藤博文,井 上馨が,最 後 まで強力 な反金 本位論

者で あ ったこと、反対に イギ リス との接近 ・結合 の強化 によって ロシアに対抗 しよ うと

する 日英 同盟論者が金本位賛成論者 として しだい にその勢力を拡大 するにいたるこ とは

このこ とを証拠だ てるものであろ う」(38ベ ージ)。

恩 師の学 問的苦闘の追体験 をする とい う作業 は,私 にとっては恐 ろ しいこ とで あった。

私 に光を照射 し続 けて ドさった先生の,そ の光 の秘密 を探 る行為だか らで ある。先生 に

は失礼 な表現 にな るが,20歳 代 の先生 のお仕事 には迷い と怯 えがあ った。 ある種 の紋切

り型 の表現が多用 されてい るの も,青 春 の重苦 しさを示す ものであろ う。 しか し,先 生

は,32歳 前後 の非常 に早い時期に華やかな蝶 に脱皮 された。 まさに天啓に閃いた とい う

様相 を呈 してい る。 メキ シコ ドルに関す る一連 の論者 との出逢いが先生の脱皮 の大 きな

要素 であったこ とはほぼ間違いはない。メキシコ ドル→通貨戦→東 亜→ 国際環境一◎日本

→対抗 的植民地経営→ 日本内部での政策形成過程→人物論 とい う流れが,わ ずか5年 間

に遜 るように文章化 された。 それ は,「 ゆっ くりと行 こう」 と口癖の ように私た ちを戒

めていた先 生 とは完全に別人の姿である。認歳か らの先生 は,疾 走 とい うよ りも,爆 走.
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されていた。光 り輝いていた。若 くして余 りに も高い所 によじ登 られた。その仕事 のす

さま じさは,も う命が残 されていないかのよ うに思わ れた。

おそ ら く先生は,描 きたか った人物像をお もちだ つたのだ ろう。先生は,表 舞台で活

躍 した大物の下で働 いた能吏が お好 きだ った らしい。で もなぜかそ の作業 はされなか っ

た。 ー


